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学校関係者評価委員会報告書 

名古屋製菓専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

学校関係者評価について委員会開催しました。内容を以下の通り報告いたします。 

 

１．学校関係者評価委員会出席者（順不同・敬称略） 

ほてい製菓株式会社  浅野正一 

池伝株式会社 名古屋支店⾧  田中貞行 

パティスリーEISENDO（卒業生） 伊藤俊男 

 名古屋製菓専門学校 校⾧    西川𠮷重 

 名古屋製菓専門学校 副校⾧  北川善弘 

 名古屋製菓専門学校 教務主任  磯貝義治 

 

２．学校関係者評価委員会開催日時・場所 

2022 年 8 月 ２２日（月） 16:30～1８:00 

名古屋製菓専門学校  

 

３．報告内容 

意見交換、討議 

 

Ⅰ 教育理念・目的・人材育成像 

現状と課題 

従来から、調理に携わる製菓・製パンの育成に力を注いでいる。 

製菓・製パン業界の育成を明確にするために実習時間を増やしている。 

業界のニーズに対応するためにも、今後も業界との連携を深めていく必要がある。 

 

Ⅱ 学校運営 

現状と課題 

現状と課題等 運営方針に沿った授業計画によって授業が実施されている。 

教育活動については、適宜ホームページで公開している。 

 



Ⅲ 教育活動 

現状と課題 

製菓・製パンの技術の養成に努めているが、実際にどんな力がついたのかを明確にするこ

とが必要である。また製菓・製パンの技術をしっかり作った上で、本校ではより何が学べ

るのかを前面に出すことが必要である。 

 

Ⅳ 学修成果 

現状と課題 

就職率は毎年高い就職率で推移している。学生の進路選択のために実際に社会に出て活躍

している、卒業生の話を聞く機会を作ってきている。 

製菓・製パン企業は協調性のある人材を求めているように思う。 

 

Ⅴ 学生支援 

現状と課題 

現状と課題等 大学等における就学支援が受けられるようになった。経済的に厳しい学生は

授業料の減免や入学金の免除が受けられる。 

全体に個性が失われている中、個性を引き出せるアドバイスが必要だと思う。接客の仕事

についても、一般的なことを教えるだけではなく個性も大切にしていけるといい。 

 

Ⅵ 教育環境 

現状と課題 

調理関連の実習室では整備されている。 

栄という名古屋の中心地に学校が近接している。立地の面ではそこをアピールしてもいい。 

 

Ⅶ 学生募集 

現状と課題 

専門学校の募集は厳しい状況にあるが、一定の応募者は毎年ある。 

集団生活が苦手な入学者も多く、今の授業体制でそのような学生にどのように教えればよ

いのか。 

 

 



Ⅷ 財務 

現状と課題 

中西学園として適切に運営されている。 

収入、支出を更に吟味して無駄な支出をなくし、有効な予算の使い方を考える。 

 

Ⅸ 法令等の遵守 

現状と課題 

現状と課題等 各種法令、基準に則って運営している。 

 

Ⅹ 国際交流・社会貢献・地域貢献 

現状と課題 

現状と課題等 数名の留学生が入学してきていたが、今年度の留学生の入学はなかった。 

留学生が入学するのも専門学校の特徴と考えられるので、目的意識が明確であり、他学生

に対してもよい刺激となるため入学につなげるにはどうすればよいのか。 

 

 

 




